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　本課題は、宗教施設の設計を求めるものではない。
既知の世界と異なる理想を求めて人々がつくりだした
新たな世界像として修道院をとらえたとき、そこには
思いもしなかった豊かな世界がひろがってくるだろ
う。宗教は人々があつまるひとつの理由だった。しか
し修道院から「宗教」という枠組みを外したとき、近
代的な「理想都市」よりもはるかに濃密な「新世界」
が見えてくるはずである。

　スタジオの前半（中間講評まで）は、主として修道
院のリサーチを行う。日本語文献の抄読にとどまら
ず、外国語文献をふんだんに用いた研究レベルのリサ
ーチを期待したい。そのリサーチを踏まえたうえで展
開させる設計の段階では、敷地も用途も予算も指定し
ない。各自、現代に相応しい新たな世界を設計して見
せてほしい。

修道院
　紀元３世紀末から４世紀初頭にかけて、現実の
世界に背を向け、エジプトの砂漠地帯に旅立った
人々がいた。彼らがそこではじめた生活が、修道
院の起源であると言われる。

　中世にかけて大きな発展をとげた修道院におい
て、彼らは農業をベースとした自給自足の集団生
活を営んだばかりか、水流を利用した水洗便所を
設け、のみならず水車を利用したエネルギーをつ
くりだし、ときには鉄の生産までおこなった。
「知の領域」は、11-12世紀にかけて大学が誕生す
るまでは、修道院が独占していた。さらに分院の
経営は本院に経済的な冨をもたらし、12世紀に繁
栄をきわめたクリュニー大修道院長は時のフラン
ス国王よりも多大な資産を有していたという。

　現実世界に背を向けて別世界をつくりだしたは
ずの彼らは、現実世界を飲み込まんとする巨大勢
力をつくりだしたのだった。修道院は家であり、
共同体であり、都市であった。

課題趣旨

修道院から考える
西洋建築史系スタジオ課題

Learning from Monastery

図版出典
W.ブラウンフェルス『西欧の修道院建築』（八坂書房、2009年）

エスキス：
　毎週火曜日13:30から加藤研（306）にて
履修条件：
　学部生のみ


